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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第99期

第３四半期
連結累計期間

第100期
第３四半期
連結累計期間

第99期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成25年４月１日
至平成25年12月31日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高 (百万円) 312,603 297,290 447,741

経常利益 (百万円) 6,601 5,639 8,301

四半期(当期)純利益 (百万円) 2,699 2,566 3,952

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 3,882 8,287 8,238

純資産額 (百万円) 180,144 190,026 184,269

総資産額 (百万円) 338,670 346,773 364,008

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 13.21 12.56 19.34

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 51.93 53.56 49.49

 

回次
第99期

第３四半期
連結会計期間

第100期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 8.07 2.13

（注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２ 売上高には、消費税等は含まれていない。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していな

い。
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２【事業の内容】

当社グループ（当社及び連結子会社）は、設備工事業、電気機器販売業、不動産事業及びリース業に加え、発電事

業を展開している。当第３四半期連結累計期間における、主要な関係会社の異動は、次のとおりである。

（設備工事業）

主要な関係会社に異動はない。

（その他の事業）

当社において太陽光発電事業を開始し、再生可能エネルギーによる発電事業を始めとする新規事業分野の運営体

制を強化するため、新たに戦略事業本部を設立している。これに伴い、第１四半期連結会計期間より、発電事業を

営む銚子風力開発㈱及び嘉麻太陽光発電㈱を連結の範囲に含めている。

 

以上述べた事項を事業系統図によって示すと、次のとおりである。

 

EDINET提出書類

株式会社関電工(E00074)

四半期報告書

 3/17



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はない。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものである。

 

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く事業環境については、国内建設投資は堅調に推移し

たものの、東京電力㈱の設備投資が大幅に削減されたことから、依然として厳しい状況下に置かれた。

このため当社グループは、電力関係部門の落ち込みを一般得意先からの受注獲得で補うべく、価格競争力の更な

る強化に向けた原価低減方策の徹底に取り組むとともに、お客様の視点に立った提案型営業活動の展開と高品質か

つ低価格なサービスの提供に全力を傾注した。

しかしながら、当第３四半期連結累計期間の売上高は2,972億９千万円（前第３四半期連結累計期間比153億１千

２百万円減）、経常利益56億３千９百万円（前第３四半期連結累計期間比９億６千２百万円減）、四半期純利益25

億６千６百万円（前第３四半期連結累計期間比１億３千２百万円減）となった。また、東京電力㈱からの売上高

は、1,158億８千８百万円（前第３四半期連結累計期間比193億１千４百万円減）となった。

 

セグメントの業績は、次のとおりである。

（設備工事業）

当社グループの主たる事業である設備工事業の業績は、新規受注高3,376億７千９百万円（前第３四半期連結

累計期間比10億７百万円増）、完成工事高2,933億２千５百万円（前第３四半期連結累計期間比168億４千５百万

円減）、営業利益43億３百万円（前第３四半期連結累計期間比10億９千７百万円減）となった。

 

（その他の事業）

その他の事業の業績は、売上高39億６千４百万円（前第３四半期連結累計期間比15億３千２百万円増）、営業

利益４億２千９百万円（前第３四半期連結累計期間比７千９百万円減）となった。
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(2）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ172億３千４百万円減少し、3,467億７千３

百万円となった。

 

（資産の部）

流動資産は、主に受取手形・完成工事未収入金等が227億５千１百万円減少したことから、流動資産合計で前

連結会計年度末に比べ237億７千４百万円減少した。

固定資産は、有形固定資産が12億７千８百万円、無形固定資産が17億４百万円、投資有価証券が68億１千４百

万円増加したことなどから、固定資産合計で前連結会計年度末に比べ65億３千９百万円増加した。

 

（負債の部）

負債の部は、主に流動負債の支払手形・工事未払金等が197億６千６百万円減少したことから、負債合計で前

連結会計年度末に比べ229億９千１百万円減少した。

 

（純資産の部）

純資産の部は、主にその他有価証券評価差額金が55億３千７百万円増加したことから、純資産合計で前連結会

計年度末に比べ57億５千６百万円増加した。

 

(3）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発費は、６億６千８百万円である。

 

(4）主要な設備

当第３四半期連結累計期間において増加した主要な設備は、次のとおりである。

また、第１四半期連結会計期間より、嘉麻太陽光発電㈱を連結の範囲に含めており、同社において嘉麻第一太陽

光発電所（福岡県嘉麻市・飯塚市 平成25年８月着工  平成27年12月完成予定 予定発電電力量 16,020MWh/年）

の開発に着手したほか、嘉麻第二太陽光発電所（福岡県嘉麻市 平成27年４月着工予定 平成28年６月完成予定 

予定発電電力量 6,480MWh/年）の開発を予定している。

会社名
事業所

（所在地）

セグメント
の名称

帳簿価額（百万円）

備考建物及び
構築物

機械、
運搬具
及び工具
器具備品

土地
合計

面積(㎡) 金額

㈱関電工
白岡太陽光発電所
（埼玉県白岡市）

 
その他
の事業

 

201 271
(24,460)

－
－ 473

予定発電電力量

1,643MWh/年

㈱関電工
上三川太陽光発電所
（栃木県上三川町）

その他
の事業

229 335
(33,740)

－
－ 564

予定発電電力量

1,840MWh/年

銚子風力開発㈱
（千葉県銚子市）

その他
の事業

152 2,149
(6,053)

－
－ 2,302

予定発電電力量

41,100MWh/年

（注）１ 帳簿価額に消費税等及び建設仮勘定は含まない。

２ 土地の面積欄中( )内は賃借中のもので外書きで示している。

 

(5）公正取引委員会からの排除措置命令及び課徴金納付命令について

当社及び当社子会社の㈱ＴＬＣは、東京電力関連工事の受注に関して、独占禁止法に違反する行為があったとし

て、平成25年12月20日、公正取引委員会より排除措置命令及び課徴金納付命令を受けました。当社グループといた

しましては、本命令を厳粛かつ真摯に受け止め、再発防止対策に取り組み、皆様からの信頼回復に努めているとこ

ろであります。なお、本件に伴い、指名停止措置及び営業停止処分等により、今後の業績に影響を及ぼす可能性が

あります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（1）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 820,000,000

計 820,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数(株)
（平成26年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 205,288,338 205,288,338
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は1,000株
である。

計 205,288,338 205,288,338 － －

（注）昭和19年９月１日設立時の現物出資13,810株が含まれている。

 

（2）【新株予約権等の状況】

該当事項なし。

 

（3）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし。

 

（4）【ライツプランの内容】

該当事項なし。

 

（5）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

発行済株式
総数残高

資本金増減額 資本金残高
資本準備金
増減額

資本準備金
残高

（株） （株） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

平成25年10月１日～
平成25年12月31日

－ 205,288,338 － 10,264 － 6,241

 

（6）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項なし。
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（7）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしている。

 

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式     949,000

－ －

完全議決権株式(その他) 普通株式 203,243,000 203,243 －

単元未満株式 普通株式   1,096,338 －
１単元(1,000株)
未満の株式

発行済株式総数 205,288,338 － －

総株主の議決権 － 203,243 －

（注）１ 「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権の数１個)含まれて

いる。

２ 「総株主の議決権」の欄には、証券保管振替機構名義の議決権の数が１個含まれている。

 

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の
氏名又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

㈱関電工 東京都港区芝浦４丁目８番33号 949,000 － 949,000 0.46

計 － 949,000 － 949,000 0.46

（注）平成25年12月31日現在の自己株式数は、962,000株である。

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書には平成25年７月１日現在の役員の状況を記載しているが、それ以降当四半期累計期

間において、役員の異動はない。
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第４【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」(昭和24年建設省令第14号)に準じて記載している。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１日から平成

25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、井上監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 55,831 44,845

受取手形・完成工事未収入金等 99,219 76,468

有価証券 13,999 20,999

未成工事支出金 37,949 36,172

材料貯蔵品 4,756 8,333

その他 12,785 13,785

貸倒引当金 △470 △307

流動資産合計 224,072 200,297

固定資産

有形固定資産

土地 60,166 60,169

その他（純額） 26,008 27,284

有形固定資産合計 86,175 87,453

無形固定資産 1,700 3,404

投資その他の資産

投資有価証券 33,453 40,268

その他 22,991 20,005

貸倒引当金 △4,383 △4,657

投資その他の資産合計 52,060 55,616

固定資産合計 139,936 146,475

資産合計 364,008 346,773
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 78,585 58,818

短期借入金 7,730 8,768

未払法人税等 1,343 1,171

未成工事受入金 22,191 20,671

工事損失引当金 5,320 4,056

その他の引当金 1,333 1,018

その他 17,498 15,099

流動負債合計 134,003 109,605

固定負債

長期借入金 800 2,986

退職給付引当金 30,880 30,059

その他の引当金 1,034 1,061

その他 13,019 13,033

固定負債合計 45,735 47,141

負債合計 179,738 156,746

純資産の部

株主資本

資本金 10,264 10,264

資本剰余金 6,425 6,425

利益剰余金 163,815 163,977

自己株式 △512 △533

株主資本合計 179,992 180,134

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,005 12,543

土地再評価差額金 △6,867 △6,935

その他の包括利益累計額合計 138 5,607

少数株主持分 4,138 4,284

純資産合計 184,269 190,026

負債純資産合計 364,008 346,773
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

完成工事高 312,603 297,290

完成工事原価 289,200 274,691

完成工事総利益 23,402 22,599

販売費及び一般管理費 17,596 17,746

営業利益 5,805 4,852

営業外収益

受取配当金 456 492

その他 527 495

営業外収益合計 983 988

営業外費用

支払利息 113 152

その他 74 49

営業外費用合計 188 201

経常利益 6,601 5,639

特別利益

固定資産売却益 12 －

投資有価証券売却益 44 －

特別利益合計 57 －

特別損失

固定資産除却損 324 294

その他 680 11

特別損失合計 1,005 305

税金等調整前四半期純利益 5,653 5,333

法人税等 2,791 2,595

少数株主損益調整前四半期純利益 2,862 2,738

少数株主利益 162 171

四半期純利益 2,699 2,566
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,862 2,738

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,020 5,549

その他の包括利益合計 1,020 5,549

四半期包括利益 3,882 8,287

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,722 8,104

少数株主に係る四半期包括利益 159 183
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

 
（連結の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間より、非連結子会社であった銚子風力開発㈱及び嘉麻太陽光発電㈱は、当社グループにお

ける発電事業の重要性が増したため、連結の範囲に含めている。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

 
当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

 
税金費用の計算

 
税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算している。
 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

偶発債務

当社は、従業員の金融機関等からの借入に対し、保証を行っている。

前連結会計年度
（平成25年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

 
従業員（住宅資金）
 

 
2,216百万円

 

 
従業員（住宅資金）
 

 
2,049百万円

 
 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりである。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

 
減価償却費
 

 
4,293百万円

 

 
3,407百万円

 
 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 1,226 6.0 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

平成24年10月30日
取締役会

普通株式 1,226 6.0 平成24年９月30日 平成24年12月３日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 1,226 6.0 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

平成25年10月31日
取締役会

普通株式 1,226 6.0 平成25年９月30日 平成25年12月５日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 
報告セグメント その他

(注１)
合計

調整額

(注２)

四半期連結損益
計算書計上額

(注３)設備工事業

売上高      

外部顧客への売上高 310,171 2,431 312,603 － 312,603

セグメント間の内部
売上高又は振替高

64 23,298 23,362 △23,362 －

計 310,235 25,730 335,965 △23,362 312,603

セグメント利益 5,400 509 5,909 △103 5,805

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電気機器販売業、不動産事

業及びリース業である。

２ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去である。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 
報告セグメント その他

(注１)
合計

調整額

(注２)

四半期連結損益
計算書計上額

(注３)設備工事業

売上高      

外部顧客への売上高 293,325 3,964 297,290 － 297,290

セグメント間の内部
売上高又は振替高

204 19,976 20,180 △20,180 －

計 293,529 23,940 317,470 △20,180 297,290

セグメント利益 4,303 429 4,733 119 4,852

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電気機器販売業、不動産事

業、リース業及び発電事業である。

２ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去である。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 （円） 13.21 12.56

（算定上の基礎）    

四半期純利益 （百万円） 2,699 2,566

普通株主に帰属しない金額 （百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益 （百万円） 2,699 2,566

普通株式の期中平均株式数 （千株） 204,378 204,348

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

 

２【その他】

中間配当に関する取締役会の決議は、次のとおりである。

(1）決議年月日 平成25年10月31日

(2）中間配当金の総額 1,226百万円

(3）１株当たりの金額 ６円

(4）支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成25年12月５日

（注）平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録株式質権者に対し、支払を行う。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年２月７日

株式会社 関 電 工

取 締 役 会   御中

 

井 上 監 査 法 人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 萱  嶋  秀  雄    印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 平  松  正  己    印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社関電工

の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平成25

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社関電工及び連結子会社の平成25年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

（注）１ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管している。

        ２ 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていない。
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